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第４回 ５市市長が語る地域自治体連携シンポジウム 

 

１ 武蔵野市の紹介 

 

武蔵野市は、戦後間もない昭和 22（1947）年

11 月 3 日に、東京都で三番目の市として誕生し

ました。人口約 14 万、面積 10.73 ㎢（東西６㎞、

南北３㎞）、全国 789 市の中で第二位の人口過

密都市です。また、23 区と多摩地区の接点に位

置しているため、利便性と自然環境を享受しやすい都市でもあります。市域は狭いなが

らも、コンパクトさを活かした利便性の高い都市、緑豊かで良好な住環境が広がる暮ら

しやすいまちとして評価されています。 

 

（１）個性豊かな三駅圏 

武蔵野市は中に、JＲの駅が吉祥寺駅、三鷹駅、武蔵境駅と３駅あり、市域は各駅か

らほぼ２㎞圏内でほぼ網羅されます。市域全体が路線バスやムーバス路線で網羅され、

極めて交通利便性が高くなっています。 

 

【吉祥寺エリア】 

都内でも有数の商業・金融・文化・情報を発信する

まちである一方で、駅周辺を離れると、落ち着いたた

たずまいの住宅地でもあります。近くに井の頭公園が

あり、多くの来訪者を迎える市の東の玄関口であり、

テレビや映画のロケ地としても利用されています。 

 

【中央エリア】 

三鷹駅北口を玄関口とし、市役所をはじめ、警察署、消防署などの行政機能、芸能劇

場、市民文化会館、図書館、総合体育館といった文化・スポーツ機能などが集積する地

域であり、良好な住宅地も広がっています。 

 

【武蔵境エリア】 

武蔵野の原風景が残る国際色豊かな学術ゾーンとし

て発展。JR 中央線と西武多摩川線の連続立体交差事業

の完成や武蔵境駅南口「ひと・まち・情報 創造館武蔵

野プレイス」の開設により、さらに進化を続けています。 

武蔵野プレイス（武蔵境駅南口） 

住みたいまち 吉祥寺 
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（２）平和を武蔵野から世界へ 

戦時中、武蔵野の地にあった軍需工場の中島飛行機製

作所が、首都圏で最初の本格的な空襲を受けたのが昭和

19年 11月 24日。平成 23年に、11月 24日を「武蔵野

市平和の日」に制定。本年８月には、広島市で開催され

た平和市長会議総会に市長が出席し、都市連携による平

和メッセージのさらなる発信を提言しました。 

 

 

（３）安全・安心のまちづくり 

本年２月末に発生した吉祥寺強盗殺人事件を踏まえ、

吉祥寺緊急安全対策会議を設置しました。商店街におけ

る防犯カメラの増設や街路灯の LED 化を促進。従来行

っていたつきまとい勧誘防止指導員に加えて、深夜帯も

含む吉祥寺ミッドナイトパトロールを実施するなど、さ

らなる安全対策を重ねています。 

 

 

（４）保育園待機児緊急対策 

 保育園待機児の解消に向けて、保育園待機児緊急対策

本部を設置しました。認可保育園定員のさらなる弾力化

やグループ保育室の拡充、プロポーザルによる認証保育

所の誘致、認定こども園の開設などの対策に取り組んで

います。今後の保育需要の増加を見据え、多様な保育施

策を検討していきます。 

 

 

（５）シティプロモーション 

武蔵野市第五期長期計画において、「情報の収集・提供

機能の強化」を重点施策として掲げており、ツイッター

やフェイスブックも活用し、市政情報を発信しています。

また、本年７月に一般社団法人武蔵野市観光機構（武蔵

野商工会館１階）が発足し、まち歩きツアーやロケ支援

事業などを展開しています。 

 

 

吉祥寺ミッドナイトパトロール 

平和市長会議で都市連携を提言 

待機児緊急対策を実施 

市役所市長公室でのドラマロケ 
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２ 環境と共生する持続可能なまちづくり 

（１）緑を基軸としたまちづくり 

① 武蔵野市民緑の憲章 

全国に先駆けて、平成 48年に「武蔵野市

民緑の憲章」を制定し、先人から引き継い

だ「緑」を次世代に継承するため、市民と

市が一体となって、「緑」を基軸としたまち

づくりを推進していきます。緑被率は、昭

和 47 年に 33.3％でしたが、平成６年には

22.6％となり、平成 22年は 25.3％となって

います。 

 

② 吉祥寺の杜宮本小路公園 来年４月開園 

吉祥寺の杜宮本小路公園は、吉祥寺駅か

ら徒歩７分、宮本小路と五日市街道に面し

た約 1700㎡の公園です。計画地は、旧吉祥

寺村時代から地域と深い関わりを持つ旧宮

崎家の跡地で、吉祥寺村開拓の発祥地とも

なった場所です。昨年７月から５回にわた

るワークショップを開催した後、パブリッ

クコメントを経て、基本プランをまとめま

した。来年４月開園予定です。 

 

② 広域の緑の保護・育成 

 自然環境の恩恵を享受しながら活動する

都市の責務として、これまで「二俣尾・武

蔵野市民の森」や「奥多摩・武蔵野の森」

「武蔵野水道・時坂の森（桧原村）」といっ

た東京の森林（緑）を積極的に保全・育成

してきました。これからも、森林が持つ水

源涵養、地球温暖化防止などの多面的機能

に注目しながら、自然体験学習の機会を提

供するとともに、さまざまな主体と連携す

ることにより市域を超えた森林保護・育成

に取り組んでいきます。 

 

吉祥寺の杜 宮本小路公園 基本プラン 

二俣尾・武蔵野市民の森 自然体験

館 
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（２）雨水循環型のまちづくり 

① 大型雨水貯留浸透施設による浸水対策 

都市化の進展により雨水が地下に浸透せず、ほとんどが下水道に流入するため、集中

豪雨などによる浸水被害が発生しやすくなっています。平成 18 年度から市内の小・中

学校に雨水貯留浸透施設を設置しています。今年度で、市内 18校のうち 12校に設置完

了となります。大雨時に雨水を一時的に貯めて浸水被害を軽減するとともに、地下水の

涵養、水質の保全など「水の循環システム」の改善を図ります。 

 

② 合流式下水道改善事業 

武蔵野市内の下水道の約９割が、雨水と生活排水などの汚水を同じ下水道管で流す

「合流式」で整備され、下流の処理場の能力を超える雨が降ると、未処理のまま河川に

放流されてしまいます。武蔵野市では、河川への放流回数を少なくするため、雨天時に

一時的に汚水混じりの雨水を貯留させる施設の工事を進めています。 

 

③ 雨水浸透ますの設置促進 

屋根などに降った雨水を集めて地面に浸み込ませる設備で、下水道管への雨水流入量

を減らすことができます。既存住宅への設置では附帯工事費も助成対象としています。

現在、武蔵野市内では個人住宅および公共施設に約 28,000 基の雨水浸透ますが設置さ

れており、10年後には約 50,000基の設置を目指します。 

 



武蔵野市 

 5 

（３）資源循環型のまちづくり 

現在の武蔵野クリーンセ

ンターは、昭和 59年に稼働

を開始し、設備の耐用年数

が近づいていることから、

新クリーンセンターの建設

事業の検討を市民参加で進

めてきました。本年７月に

新施設の整備・運営を行う

事業者が決定し、建設事業

を開始しました。新施設の

設計、施工から完成後 20年

間の運営を一括発注するＤ

ＢＯ（デザイン・ビルド・

オペレート）方式を採用し、事業者提案の審査点と入札金額の価格点の合計点数によっ

て落札者を決定する総合評価一般競争入札を実施しました。 

環境の保全に配慮した安全・安心な施設づくり、災害に強い施設づくり、景観および

建築デザインなどに配慮したコンパクトな施設づくりなどをコンセプトにしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



武蔵野市 

 6 

（４）省エネ・創エネ・新エネルギー活用 

武蔵野市は、環境と共生する持続可能な都市を構築し、次世代に良好な環境を引き継

ぐため、さまざまな施策を実施しています。 

 

① 新たなエネルギー活用の検討 

昨年度、「新たなエネルギー活用検討委員会」を設置し、全域が市街化されたエネル

ギー消費型都市の武蔵野市におけるエネルギー活用のあり方について検討し、方向性が

示されました。これを受けて、市民・事業者・行政は、エネルギー消費を低減させる省

エネ・創エネ・エネルギーの効率的利用の取り組みと、緑・水・大気など環境を構成す

る要素を保全・創出する取り組みを、まちづくりと連動させて展開していきます。具体

的には、住宅地では、戸建住宅などへのスマートメーターの普及を踏まえた新たなエネ

ルギー活用の推進、商業施設では、建物改修にあわせた省エネ化・エネルギーの効率化

を推進します。公共施設では、市域での新たなエネルギー活用導入を誘引するため、先

駆的な取り組みを検討します。 

現在のクリーンセンターはごみを燃やした

熱を蒸気で市役所や総合体育館、第四中学校

プールに送り、給湯や冷暖房、温水プールの

熱源に活用しています。建替後の新クリーン

センターでは、ごみ発電設備を導入し、電気

も市役所、総合体育館、緑町コミュニティセ

ンターに供給します。ガスコージェネレーシ

ョン設備も導入し災害時にも発電・エネルギ

ー供給が可能なシステムとします。 

 

② 太陽光発電システムの設置促進 

平成６年から、公共施設に太陽光発電システム

を設置しています。市庁舎や市立の全小学校 12

校と中学校３校など 24 施設への設置が完了して

います。校舎屋上に 30kW のシステムを設置する

ことで年間約３万 kWhの発電を見込んでおり、学

校の年間の電気使用量の７分の１程度をまかな

います。住宅用太陽光発電システムの助成も行っ

ています。 

 


